
オ
l
ネ
ッ
ト

コ
ー
ル
マ
ン
の

ハ
l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
、

そ
の
起
源
と
発
想

． 

ー
運
指
・
実
音
・
名
と
い
う
視
点
か
ら
｜

オーネット・コールマンのハーモロディクス、その起源と発想

は
じ
め
に

（

1
9
3
0｜） 

オ
l
ネ
ッ
ト
・
コ

l
ル
マ
ン

は
、
ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス

州
出
身
の
ジ
ャ
ズ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
あ
る
。
彼
は
、

一
九
五

0
年
代
の

ほ
と
ん
ど
を
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
過
ご
し
、
そ
こ
で
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

一
九
五
九
年
、
彼
が
二
十
九
歳
の
と
き
に
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
移
り
住
み
、
そ

の
街
の
ジ
ャ
ズ
・
ク
ラ
ブ
、

フ
ァ
イ
ブ
・
ス
ポ
ッ
ト
と
専
属
契
約
を
か
わ
す
。

彼
が
そ
こ
で
演
奏
活
動
を
開
始
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ
ャ
ズ
界
に
一
大

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
こ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
は
、
単
純
に
称

賛
だ
け
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、

コ
ー
ル
マ
ン
の
演
奏
ス
タ
イ
ル

l
一
般
的
に

フ
リ

1
・
ジ
ャ
ズ
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
イ
ル
｜
に
対
す
る
拒
絶
や
否
定
を
も
含
ん

で
お
り
、
所
謂
「
オ
I
ネ
ッ
ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
論
争
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

一
九
七
二
年
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
「
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
」
な
る

も
の
を
提
唱
す
る
。
「
ハ

1
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
」
と
は
、
コ
ー
ル
マ
ン
に
よ
れ
ば
、

彼
の
演
奏
と
作
曲
の
た
め
の
音
楽
理
論
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
、
彼
は
、
イ
ン
タ

佐

木

優

々

ビ
ュ

I
等
で
、
再
三
に
わ
た
っ
て
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
に
つ
い
て
言
及
し
て
き

た
。
彼
は
そ
の
中
で
、

ハ
l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
と
い
う
理
論
を
体
系
的
に
ま
と
め

た
も
の
を
書
籍
と
し
て
公
刊
す
る
と
の
発
言
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
書
籍
は
未
だ
公
に
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
半
ば
秘
教
化
さ
れ
た
ま
ま
現
在

19 

に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
た
め
、
我
々
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
や
彼
の
共
演
者
に
よ
る

断
片
的
な
発
言
か
ら
、

ハ
I
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
理
解
す
る
よ
り
他
な
い
。

く

っ
か
の
先
行
研
究
が
、
奏
者
の
発
言
に
基
づ
い
て
、
こ
の
謎
め
い
た
音
楽
理
論

の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
き
お
。
本
稿
も
ま
た
、
コ
ー
ル
マ
ン
や
彼

の
共
演
者
た
ち
の
発
言
を
根
拠
に
し
、

ハ
l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
。

し
か
し
、
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
が
十
分
に
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス

を
理
解
し
て
き
た
と
は
考
え
な
い
。
そ
の
理
解
の
不
十
分
さ
は
、

コ
ー
ル
マ
ン

が
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
着
想
す
る
に
至
る
き
っ
か
け
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
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」
と
に
起
因
す
る
、
と
本
稿
で
は
考
え
る
。

本
稿
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
が
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
着
想
す
る
に
至
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
エ
ピ
ソ

l

ド
を
、
運
指
・
実
音
・
名
と
い
う
三
つ
の
項
を
導
入
し
考
察
す
る
。
特
に
、
運

指
と
い
う
問
題
は
、
か
つ
て
ガ
ン
サ
l
・
シ
ユ
ラ
l
が
、
「
技
術
的
に
言
、
っ
と
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
耳
に
よ
る
の
と
同
じ
程
度
、
『
彼
の
指
か
ら
」
演
奏
を
行
っ

て
い
る
」
と
、
そ
の
重
要
性
を
灰
め
か
し
て
は
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
注
意
を
払
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
は
、
こ
の
運
指
と

い
う
問
題
こ
そ
コ

l
ル
マ
ン
が
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
着
想
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
考
え
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、

ハ
l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
と
い
う
発
想
の
起
源
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

ハ
I
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か

「
運
指
の
一
致
」
と
い
う
発
想

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
自
ら
が
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
着
想
す
る
に
至
る
き
っ
か

け
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

「
私
が
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
で
演
奏
し
て
い
た
事
を
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
で

演
奏
す
る
時
、
全
く
調
を
変
え
る
必
要
が
な
い
、
と
私
は
思
っ
た
。

テ
ナ
ー

で
演
奏
し
た
事
が
ア
ル
ト
で
も
使
え
る
・
・
・
な
ぜ
な
ら
ば
、
テ
ナ
！
と
ア

ル
ト
は
主
音
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
私
が
現
在
ハ

l
モ
ロ
デ
イ
ク

ス
と
呼
ん
で
い
る
も
の
に
出
会
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
が
は
じ
め
て
で
あ

る」。
J
H
5
F
5
m
m
F間
同
円
当

g
u－
喜
一
口

m
o
D
仲
町
巾
同
巾
口
。

n
者
｝

H
B
H
立

毛

色

岳

町

出
］
件
。
円
昨
日
戸
。
己
向
日
同
伴
円
色
一
門
日
ロ
－
H
U
M凶
〈
巾
件
。
門
町
田
口
ぬ
巾

r巾
可
師
一
↓
町
内
同
町
一
口
問
団
］
［
円
）
］
印
可
巾
門
同

。
ロ
宮
口
。
門
司
。
円
｝
向
。
乱
。
口
出
ぎ
－
－

H
B
E
P
σ
巾

2
5
m
F巾
片

2
2
5
F
m
g
E門

。
同
岳
巾
国
一
件
。
ー
笹
山
な
項
目
月

D
H
出
円
民
間
同
国
立

E
m
m丹
江
口

m
E
S
F
m弓
B
。

Z
E
E－

出
印
同
門
田
一
－
－
H

ロ
。
S
1・3

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
を
主
に
演
奏
し
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て
き
た
。
し
か
し
、

叩
代
後
半
の
彼
は
、
仕
事
の
都
合
で
、

1
9
4
6年
か
ら

1
9
4
9年
に
か
け
て
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
を
吹
い
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

先
の
引
用
は
、
演
奏
す
る
楽
器
を
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
か
ら
再
び
ア
ル
ト
・
サ
ツ

ク
ス
に
戻
し
た
時
の
こ
と
を
、

コ
ー
ル
マ
ン
が
回
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
か
ら
再
び
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
に
演
奏
す
る
楽
器
を
一
民

し
た
こ
と
が
、
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
着
想
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
と
コ

I

ル
マ
ン
は
語
る
。
そ
こ
で
、
我
々
は
、
「
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
で
演
奏
し
て
い

た
事
を
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
で
演
奏
す
る
時
、
全
く
調
を
変
え
る
必
要
が
な
い
」

と
い
う
コ

l
ル
マ
ン
の
主
張
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
主

張
は
、

一
見
と
て
も
不
可
解
に
思
え
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
こ
の
主
張
を
考
察



す
る
前
に
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
と

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
こ
と
を
抑
え
て

おこ、っ。
【
譜
例
1
｝

は
テ
ナ
1
・
サ
ッ
ク

ス
と
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
と
の
関
係

性
を
、
運
指
・
実
音
・
名
と
い
う
視

オーネット・コールマンのハーモロディクス、その起源と発想

点
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

移
調
楽
器
は
、
サ
ッ
ク
ス
な
ど
の

管
楽
器
に
多
く
見
ら
れ
る
。
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
と
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
は
、

音E楽
が器
異の
な天

る3
しが
か黒

~ ~ 
両会
者ぺ

は基

楽
器
の
基
本
構
造
（
ど
こ
に
ど
う
い

う
部
品
が
つ
い
て
い
る
か
、
な
ど
）

が
同
じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
の
基
音
は

B
b
で、

ア
yレ

ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
基
音
は

E
bだ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
音
を
出
す
と
き
の
運

指
は
共
に
同
じ
で
あ
る
。
（
テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
が
実
音
の

B
bを
出
す
と

車需

アルト・サックス

Eキ

テナー・サックス

実藷

D c B~ Ab G F El> A G F El> D c Bb 

き
の
運
指
と
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
が
E
bを
出
す
と
き
の
運
指
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

と
呼
称
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
、
｛
譜
例
1
】

で
確
認
で
き
る
）
。

最
初
に
移
調
楽
器
を
手
に
し
て
音
楽
を
学
ぶ
人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
楽
器
の

基
音
を
C
と
し
て
学
ぶ
と
い
う
ケ
l
ス
が
多
い
。
例
え
ば
、

B
b管
（
テ
ナ
I
・

サ
ッ
ク
ス
な
ど
）

の
場
合
は
、
実
音
の

B
bを
出
す
運
指
を
C
と
呼
ぴ
、

E 
b 

管
（
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
な
ど
）

の
場
合
は
、
実
音
の

E
bを
出
す
運
指
を
C

と
呼
ぶ
、
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

基
音
を
基
準
に
運
指
に
名
を
つ
け
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
楽
器
の
持
ち
替

え
の
際
の
利
便
性
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
と
テ
ナ
l
・

［譜例 1l 

サ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
基
本
構
造
が
同
じ
楽
器
同
士
は
、

一
人
の
奏
者
が
持
ち
替

え
て
演
奏
を
す
る
ケ
l
ス
が
あ
る
。
そ
の
際
、
実
音
と
対
応
さ
せ
て
運
指
に
名
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が
つ
け
ら
れ
る
よ
り
も
、
基
音
を
出
す
運
指
を
C
と
呼
び
、
そ
こ
を
参
照
点
に

各
運
指
に
名
を
あ
て
る
ほ
う
が
、
奏
者
は
持
ち
替
え
て
演
奏
す
る
と
き
に
勝
手

が
良
川
o

し
か
し
、
基
音
を
基
準
に
運
指
に
名
を
当
て
る
結
果
と
し
て
、
「
実
音
の
名
」

と
「
運
指
の
名
」
と
が
一
致
し
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。
こ
の
「
実
音
の

名
」
と
「
運
指
の
名
」
の
聞
の
ず
れ
方
は
、
各
移
調
楽
器
が
ど
の
よ
う
な
基
音

を
持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
の
場
合
、

「
実
音
の
名
」
と
「
運
指
の
名
」
と
は
、
長
二
度
（
短
七
度
）
の
ず
れ
と
な
る
が
、

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
場
合
、
長
六
度
（
短
三
度
）

の
ず
れ
と
な
る
。

以
上
の
移
調
楽
器
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
踏
ま
え
、
「
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
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で
演
奏
し
て
い
た
事
を
ア
ル
ト
・
サ
ツ

ク
ス
で
演
奏
す
る
時
、
全
く
調
を
変
え

る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
コ

l
ル
マ
ン

の
主
張
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
し

ょ
う
。
ま
ず
、
「
私
が
テ
ナ
i
・
サ
ツ

ク
ス
で
演
奏
し
て
い
た
事
L

を
「
私
が

テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
で
演
奏
し
て
い
た

実
音
」
と
解
釈
し
、
【
譜
例
2
】
を
使
つ

て
考
え
て
み
よ
、
っ
。

今
、
下
段
に
書
か
れ
た
音
階
を
コ

l

ル
マ
ン
が
テ
ナ
i
・
サ
ッ
ク
ス
で
演
奏

し
て
い
た
事
（
フ
レ
ー
ズ
）
だ
と
し
ょ

ぅ
。
こ
れ
と
同
じ
事
（
フ
レ
ー
ズ
）
を
、

テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
で
は
な
く
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
で
出
そ
う
と
思
え
ば
、

ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
運
指
は
右
側
中
段
の

ょ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
、
テ
ナ
l
は
D
調
で
演
奏
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
（
左
側
上
段
）
、

ア
ル
ト

は
A
調
で
演
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
右
側
上
段
）
o
つ
ま
り
、
「
テ
ナ
l
・
サ
ツ

ア
ル

アルト・サックス

じ令

テナ←・サックス

車鎗

必
骨F
l
p
i
v
 

必
aw

B
E
E
s

－，
 

c
 

持
品
別F
i
l

’
 

爽膏

B A G F E D c B A G F E D c 

ク
ス
で
演
奏
し
て
い
た
実
音
を
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
で
演
奏
す
る
時
」
、

コ
ー

ル
マ
ン
は
調
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
全
く
調
を
変
え
る
必

要
が
な
い
」
と
い
う
コ

l
ル
マ
ン
の
発
言
は
、
「
演
奏
し
て
い
た
事
」
を
「
演

奏
し
て
い
た
実
音
」
と
理
解
す
る
限
り
で
は
、
辻
棲
が
合
わ
な
い
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
、
「
調
を
変
え
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
コ

l
ル
マ
ン
の

主
張
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
「
テ
ナ
l
と
ア
ル
ト
は
主
音
が
一
致
し
て
い
る
」

と
い
う
発
言
に
注
目
し
よ
う
。
こ
ち
ら
の
発
言
も
に
わ
か
に
は
理
解
し
が
た
い
。

し
か
し
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
と
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
で
一
致
し
て
い
る
も
の

と
し
て
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、
各
楽
器
の
運
指
で
あ
る
。

で
は
、
「
テ
ナ
l
で

［譜例2]

演
奏
し
た
事
が
ア
ル
ト
で
も
使
え
る
・
・
・
な
ぜ
な
ら
ば
、

テ
ナ
l
と
ア
ル
ト

は
主
音
が
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
コ

l
ル
マ
ン
の
発
言
を
、
「
テ
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ナ
！
と
ア
ル
ト
で
は
運
指
が
一
致
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
テ
ナ
l
で
演
奏
し
て

い
た
事
が
ア
ル
ト
で
も
使
え
る
」
、
と
理
解
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
か
。

再
度
、
｛
譜
例
1
】
を
見
て
ほ
し
い
。
【
譜
例
1
】
で
は
、

テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク

ス
と
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
運
指
は
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

テ
ナ
l
・

サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
も
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
も
、
と
も
に
、
そ
の
楽
器
に

と
っ
て
の
C
調
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
確
か
に
、
「
全

く
調
を
変
え
る
必
要
が
な
い
」
o

ま
た
、

テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
と
ア
ル
ト
・
サ
ツ

ク
ス
は
楽
器
の
基
本
構
造
が
同
じ
な
の
で
、
確
か
に
「
テ
ナ
l
で
演
奏
し
た
運

指
が
ア
ル
ト
で
も
使
え
る
」
。
こ
の
よ
う
に
、
「
演
奏
し
て
い
た
事
」
を
「
演
奏



し
て
い
た
運
指
」
と
理
解
す
る
と
、

コ
ー
ル
マ
ン
の
発
言
は
辻
棲
が
合
う
。
以

上
か
ら
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
か
ら
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
へ
演
奏
す
る
楽
器
を

持
ち
替
え
た
と
き
に
コ

l
ル
マ
ン
が
発
見
し
た
の
は
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
と

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
間
で
の
「
運
指
の
一
致
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

え
亨
命
。「

移
調
楽
器
と
非
移
調
楽
器
を
混
在
さ
せ
る
」
と
い
う
手
法

オーネット・コールマンのハーモロディクス、その起源と発想

続
い
て
、
我
々
は
、
「
運
指
の
一
致
」
が
、

い
か
に
し
て
ハ

I
モ
ロ
デ
イ
ク

ス
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
を
み
た
い
。
我
々
は
、
運
指
の
一
致
に
関
連
す

る
発
言
を
、
『
ア
メ
リ
カ
の
空
』

の
ラ
イ
ナ
ー
・
ノ

I
ツ
の
中
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。

コ
ー
ル
マ
ン
は
、

一
九
七
二
年
に
、

ロ
ン
ド
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

交
響
楽
団
と
と
も
に
『
ア
メ
リ
カ
の
空
』
と
い
う
作
品
を
録
音
し
た
。
こ
の
レ

コ
ー
ド
の
ラ
イ
ナ
ー
・
ノ
l
ト
に
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
自
身
が
書
い
た
テ
キ
ス
ト

が
含
ま
れ
て
い
る
。

ハ
l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の

中
で
初
め
て
登
場
す
る
。
そ
の
中
に
、
以
下
の
文
章
が
あ
る
。

「
進
行
は
、
調
の
束
縛
が
無
く
書
か
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
進
行
は
、

同
じ
音
程
を
も
ち
い
る
移
調
楽
器
と
非
移
調
楽
器
を
、
み
な
一
緒
に
混
在
さ

せ
る
こ
と
を
利
用
す
る
」

E

叶

v
m
g。
〈
由
同
国
内
ロ
広
田
円
巾
当
ユ
芹
ゆ
ロ
同
円
。
巾
。
同
宵
巾
可
、
白
ロ
門
同
己
的

o
p
m
g
z
－

no
－－mn昨
日
J
N
O
σ

－mロ門
出
ロ

m
o同
己
M
O
同
一
円
曲
ロ
凹
U
O
印
ゆ
仏
国
ロ
仏
ロ
。
ロ
・
同
一
『
田
口
田
℃
。
凹
伺
【
同

（

7）
 

日
ロ
え

E
B
B
Z己
包
括
岳
町
田
回
目
立
ロ
件
。

2
同町・

3

コ
ー
ル
マ
ン
の
説
明
、
「
同
じ
音

程
を
も
ち
い
る
移
調
楽
器
と
非
移
調

楽
器
を
、
み
な
一
緒
に
混
在
さ
せ
る
」

と
い
う
点
に
関
し
て
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
、
「
移
調
楽
器
と
非
移
調
楽
器
に

同
じ
譜
面
を
読
ま
せ
る
こ
と
」
と
よ

り
簡
潔
に
定
義
し
て
い
説
。
【
譜
例

3
】
は
、
こ
の
手
法
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
、
運
指
・
実
音
・
名
と
い
う
視
点

か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

左
側
に
書
か
れ
て
い
る
記
譜
音

を
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
と
ア
ル
ト
・

サ
ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

演
奏
し
た
と
し
よ
う
。
そ
の
場
合
、

互
い
に
異
な
る
実
音
が
、
右
側
の
よ

う
に
鳴
り
響
く
。
こ
の
よ
う
に
し
て

演
奏
さ
れ
る
と
、
別
々
の
調
が
同
時

に
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
（
こ
の

場
合
、

B
b調
・

E
b調
・

C
調
で

寓音

灘指

テナ← zサックス
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A B 。
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h
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h
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紅
白
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。
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構
成
さ
れ
る
多
調
と
な
る
）
。
こ
の
よ
う
な
多
調
は
、

る
テ
l
マ
部
に
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
み
ら
れ
、
彼
の
作
曲
上
の
特
徴
の
一
つ

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
ル
マ
ン
が
作
曲
す

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
基
音
の
違
い
、
ま
た
移
調
楽
器
・
非
移
調
楽
器

の
違
い
は
あ
る
が
、
一
二
つ
の
楽
器
は
す
べ
て
記
譜
音
上
の

C
を
そ
の
楽
器
に
お

け
る
C
と
捉
え
て
演
奏
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
【
譜
例
1
】
で
確
認
し
た
の
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
が
テ
ナ
1
・
サ
ッ
ク
ス
か
ら
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
に
持
ち
替
え
た

と
き
、
継
時
の
関
係
に
お
い
て
運
指
の
一
致
が
見
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た。

一
方
、
｛
譜
例
3
】
で
は
、
同
時
の
関
係
に
お
い
て
運
指
の
一
致
が
見
ら

れ
る
。

つ
ま
り
、
テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
か
ら
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
に
持
ち
替
え

た
と
き
に
気
が
つ
い
た
「
運
指
の
一
致
」
と
い
う
発
想
が
、
こ
の
手
法
に
お
い

て
応
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
運
指
上
の
ユ
ニ
ゾ
ン
」
か
「
実
音
上
の
ユ
ニ
ゾ
ン
」
か

さ
ら
に
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
今
度
は
、
【
譜
例
2
】
も
同
様
に
同
時
の

関
係
に
置
き
換
え
て
み
よ
う
。
｛
譜
例
2
】
を
同
時
の
関
係
に
置
き
換
え
た
も

の
が
、
【
譜
例
4
】
で
あ
る
。

【
譜
例
4
】
lま

い
わ
ゆ
る
ユ
ニ
ゾ
ン
と
い
う
事
態
と
同
じ
こ
と
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
。

ユ
ニ
ゾ
ン
と
は
、
異
な
る
楽
器
で
同
一
の
音
高
を
同
時
に
演
奏
す

る
こ
と
を
言
う
。

【
譜
例
4
】
の
ケ
I
ス
で
は
、

二
つ
の
楽
器
は
す
べ
て
、
実

音
上
、
右
側
の
音
を
演
奏
し
て
い
る
。
右
側
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
、
テ
ナ
i
・
サ
ツ

ク
ス
と
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
で
演
奏

し
よ
う
と
思
え
ば
、
各
楽
器
に
お
け

る
運
指
は

【
譜
例
4
】
中
央
の
よ
う

に
な
り
、
各
々
の
楽
器
の
た
め
に
楽

譜
は
、
｛
譜
例
4
】
左
側
の
よ
う
に
、

移
調
し
て
書
き
な
お
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。

次
に
、
【
譜
例
3
】
と

【
譜
例
4
】

を
比
較
し
て
み
よ
う
。
【
譜
例

3
】

の
「
同
じ
音
程
を
も
ち
い
る
移
調
楽

器
と
非
移
調
楽
器
を
、

み
な
一
緒
に

れて混
には在
応、さ
じ運、せ
て指、る
実、の、」
音、一、と
の、致、ぃ
多、がう
様、見手
がら法
みれに
ら、お
れそい

見ゾ
らン
れに
、お

そい
れて
には【
応、譜
じ実、例
て音、 ι
運、の、一
指、一、
の、致、
多、カf

る
。
対
し
て
、

の
ニL

様
が
み
ら
れ
る
。

両
者
は
互
い
に
反

転
し
た
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ー

一
般
的
な
ユ
ニ

ゾル
ンマ
をン
あ、の
べ、手
こ、法
べ、は

し
た
も
の
だ
と

盟指12繕音

主健審

テナー・サックス

B C謡E F# 0 

罪主云孟

---------ピアノ~－~－~fj 
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言
え
る
。

再
度
【
譜
例
3
｝
を
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
三
つ
の
楽
器
に
お
い
て
同
時
の
関

係
に
お
け
る
運
指
の
一
致
が
見
ら
れ
た
。
実
音
上
の
一
致
を
ユ
ニ
ゾ
ン
と
一
言
う

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
運
指
上
の
一
致
を
運
指
上
の
ユ
ニ
ゾ
ン
と
い
っ
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。
「
移
調
楽
器
と
非
移
調
楽
器
を
混
在
さ
せ
る
」
と
い
う
手
法
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
、
運
指
上
の
ユ
ニ
ゾ
ン
で
あ
り
、
こ
の
運
指
上
の
ユ
ニ
ゾ
ン
は
、

実
音
で
な
く
運
指
を
中
心
に
音
楽
を
捉
え
る
と
言
う
発
想
か
ら
生
じ
る
も
の
で

オーネット・コールマンのハーモ口ディクス、その起源と発想

あ
る
。
以
上
か
ら
、

コ
ー
ル
マ
ン
の
ハ

1
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
の
源
泉
に
は
、
「
指

で
考
え
る
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

2 

コ
ー
ル
マ
ン
の
誤
解
と
ハ
l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス

コ
ー
ル
マ
ン
の
「
誤
解
」
と
そ
こ
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
理
解
」
｜
音
は
多

面
的
に
捉
え
う
る

一
章
で
扱
っ
た
移
調
楽
器
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ほ
か
に
、

の
ち
に
ハ

l
モ
ロ

デ
ィ
ク
ス
へ
と
つ
な
が
る
と
さ
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

コ

1レ

マ
ン
が
犯
し
て
い
た
名
に
つ
い
て
の
勘
違
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
評
論
家

ジ
ョ
ン
・
リ
ト
ワ
イ
ラ
！
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
自
ら
の

勘
違
い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
本
に
書
い
で
あ
っ
た
の
だ
が
、

A
B
C
D
E
F
G
と
い
、
つ
ア
ル
フ
ァ
ベ
ツ

ト
の
最
初
の
七
文
字
が
、
音
楽
で
も
お
な
じ
だ
と
思
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、

私
が
サ
ッ
ク
ス
で
吹
い
て
い
た
私
の
C
は、

A
で
あ
っ
た
」
0

J
E
B
E】
σ
2
匹
g
r
z
m－
S
F巾
σ
c
o
w
s－
P
F巾
出
門
田

Z
2
2
－
0
2
2∞
C
同

片
町
内
田
一
℃
町
田

σ
2
4司
mw
叶
内
岳
町
出
吋
印
叶
印
巾
〈
巾
ロ
－

2
昨
日
由
。
問
自
己
印
一
円
・
〉
∞
（
リ
ロ
何
司
の
・

∞
。

H
H
F
o
c
m山
宮
白
山
刊
わ
岳
民
阿
君

B
u
s－
口
問
。
口
同
町
内
田
同
一
同
（
｝
匂
宮
口
巾
考
回
目
〉
唱

口
町
内
同
日
戸
田
H・
H

・－ぬ
F
H引
V
3

こ
の
箇
所
は
、

の
ち
に
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
着
想
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
ゆ
え
、
何
度
も
引
用
さ
れ
参
照
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
稿

は
、
こ
の
勘
違
い
の
真
相
は
、
こ
れ
ま
で
正
し
く
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と

考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
こ
の
勘
違
い
を
、
再
び
運
指
・
実
音
・
名
と

25 

い
う
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

【
譜
例
5
｝
は
、
読
譜
に
関
す
る
コ

l
ル
マ
ン
の
勘
違
い
を
運
指
・
実
音
・

名
と
い
う
視
点
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
、
管
楽
器
奏
者
は
、
各
運
指
（
指
使
い
）
に
対
し
て
、
名
を
当
て

る
。
例
え
ば
、

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
を
演
奏
す
る
者
は
、
【
譜
例
1
】
最
上
段

の
運
指
（
指
使
い
）
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
C
D
E
F
G
A
B
と
名
を
当
て
る
。

し
か
し
、
引
用
文
か
ら
察
す
る
に
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
運
指
に
対
し

て、

A
B
C
D
E
F
G
と
い
う
名
を
当
て
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
「
私
が
サ
ツ

ク
ス
で
吹
い
て
い
た
私
の
C
は、

A
で
あ
っ
た
」
と
い
う
発
言
は
、
【
譜
例
l
】

に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
「
一
般
的
に
C
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
運
指
を
、
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A
と
い
う
名
で
呼
ん
で
い
た
」
、
と
い

う
意
味
に
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
運
指
と
名
の
対
応
関

係
に
関
し
て
誤
解
を
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、

先
の
引
用
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
言

、
叶
ノ
。

「
私
は
後
に
、

E
b管
の
ア
ル
ト
・

サ
ッ
ク
ス
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
［
C
が
A
で
あ
る

こ
と
］
が
起
き
た
の
だ
と
気
が
つ
い

た。

c
hを
演
奏
す
る
時
に
、
そ
れ

は
A
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
私
は
あ
る

意
味
で
正
し
か
っ
た
し
、
あ
る
意
味

, ． ！
値
冊
）
6

－’
 

、縛勾,, ． ． 酢． 
1 

F
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・・んを
e

・iノ
J
Lザ

後

ゐ

＇・

.. 
,, 、）
, 

－・

－ 

. 
2・
3・． 

省時． 
同

＇・.. 
般的な名

コールマンにおけQ名

実肯

D c Ab Bb 
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で
間
違
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
実
音
と
い
う
意
味
で
は
、
私
は
正
し
か
っ
た
」
0

A

F

－
－
’
 

G

E

i

t
＋
 

F

D

l

l
＋
 

E
C
l
t
i

’
 

n
U
B
I－－
v
 

C

A

t
－－
v
 

H
2
R
。
口
同
守
口
口
門
H
F巳
芹
庄
内
H
2円
一
色
岳
山
仲
田

JE可
。
ロ
守

σ巾
門
出
口
出
巾
任
巾

ω。
同
者
出
回
コ

m宮
円
ロ

。
ロ
巾
老
若
山
口
内
山
者

5
ロ
ぬ
円
ロ
山
口

O
F
2
4

－5
2ロ
・
由
。
ロ
ロ
巳
・
H

d
司
自
己
ぬ
宮
・
3

同
白
山
片
山
］
H
0
・
者
｝
戸
市
ロ
可
。
己

U
E
M刊
の
口
三
己

E
－－－
H

2

〉・

※ 

］
内
は
、
筆
者
に
よ
る
補
足
）

先
ほ
ど
見
た
と
お
り
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
運
指
の
名
に
関
し
て
誤
解
を
し
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
「
私
は
あ
る
意
味
で
正
し
か
っ
た
し
、
あ
る
意
味

で
は
間
違
っ
て
い
た
。

つ
ま
り
、
実
音
と
い
う
意
味
で
は
、
私
は
正
し
か
っ
た
」

と
言
っ
て
い
る
。

コ
ー
ル
マ
ン
の
「
実
音
と
い
う
意
味
で
は
、
正
し
か
っ
た
」

と
い
う
主
張
は
、
何
を
根
拠
に
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
章
で
確
認
し
た
移
調
楽
器
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
と
に
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
「
実

音
と
い
う
意
味
で
は
、
正
し
か
っ
た
」
と
い
う
主
張
を
次
の
よ
う
に
理
解
で
き

る
。
「
運
指
上
の

C
を
運
指
上
の
A
と
言
っ
た
ら
間
違
い
で
あ
る
が
、
実
音
上

の
C
を
運
指
上
の
A
と
一
言
う
の
は
、

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
場
合
に
は
、
正
し

い
」
、
と
。
移
調
楽
器
を
使
用
す
る
際
に
は
、

一
つ
の
鳴
り
響
く
音
の
現
象
に

対
し
て
、
「
実
音
の
名
」
と
「
運
指
の
名
」
と
い
う
こ
重
の
名
付
け
が
な
さ
れ
る
。
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そ
の
た
め
、
同
一
レ
ベ
ル
上
で
は
成
り
立
た
な
い

C
H
A
と
い
う
等
式
が
、

レ

ベ
ル
を
異
に
す
る
際
に
成
り
立
つ
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
運
指
の
C
は
運

指
の
A
で
あ
る
」
と
い
う
等
式
は
成
立
し
な
い
が
、
「
実
音
の

C
は
運
指
の
A

で
あ
る
」
と
い
う
等
式
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
先
の
引
用
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
そ
の
後
、
私
は
、
何
故
こ
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
分
析

し
始
め
た
。
今
日
、
ま
す
ま
す
理
解
を
深
め
て
い
る
の
は
、
厳
密
な
論
理
で

設
計
さ
れ
た
す
べ
て
の
こ
と
は
、
何
か
あ
る
も
の
に
対
し
て
の
み
当
て
は
ま

る
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
か
が
な
さ
れ
る
方
法
は
一
つ
で



は
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
あ
な
た
が
楽
器
を
手
に
し
、
手
に
取
っ
た
楽
器

を
自
己
表
現
の
た
め
の
方
法
だ
と
思
う
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
楽
器
が
、
自
ら

に
と
っ
て
の
法
則
と
な
る
」

E

叶
日
戸
巾
口
同
印
門
出
円
円
巾
門
日
出
口
出

q
N
S
m
t司
F
u－
－
件
。
一
阿
佐
広
仲
町
田
片
山
者
白
羽
田
口
門

H
5
5
2

〈
巾
ミ

E
M刊
同
月
山
口
N
巾
目
。
門
町
出
口
仏

B
0
2
5山
片
山
］
－

F
E
m凹
片
町
田
仲
田
円
巾

門田何回－

m
R門
目
当

E
H
E
m可
一
円

H
E
m－
円
。
ロ
］
可
出
℃
℃
］
可
申
阿
国
一
口

2
8
B
m
M
H
E口
問
一
円
叶
｛
印

ロ
。
丹

F
m
oロ
］
可
者
宅
再
－
出
仏
。
口
市

E
C
F
2
4
5
E少
広

三

口

g
r巾
出
ロ

オーネット・コールマンのハーモロディクス、その起源と発想

E
2
2
5
8仲
田
口
己
可

C己
E
H）
宮

ロ

宮

町

2
ご

同

国

当

ミ

ヨ

ロ

g口
町
同
日
）
吋
何
回
印

（

H）
 

Maz門
田
町
民
－

F
σ
巾

2
5
2
5
0
4司
ロ
］
担
当
・
3
0

コ
ー
ル
マ
ン
の
発
言
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
、

4
4
0
h
の
周
波
数
を

持
つ
音
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

4
4
0
胞
の
周
波
数
を
持
つ
音
は
、
実
音

上
は
A
と
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
を
通
し
て
み
た
場
合
、

そ
れ
は
F
＃
と
理
解
さ
れ
る
。

4
4
0
臨

H
A
と
い
う
の
は
、
実
音
と
い
う
面

か
ら
み
た
場
合
に
当
て
は
ま
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
実
音
を
中
心
に
し

た
音
楽
の
理
解
も
成
立
し
得
る
し
、
運
指
を
中
心
に
し
た
音
楽
の
理
解
も
成
立

し
、
つ
る
。

ま
た
、

4
4
0
b
の
音
を
出
す
方
法
は
一
つ
で
は
な
い
と
も
い
え
る
。
ピ
ア

ノ
の

A
と
い
う
名
で
よ
ば
れ
る
鍵
盤
を
弾
い
て
、

4
4
0
b
の
音
を
出
す
こ
と

も
あ
る
。
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
E
b
の
移
調
楽
器
の
運
指
上
の
F
＃
を

用
い
て
、

4
4
0
b
の
音
を
出
す
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
「
あ
な
た
の

楽
器
が
、
自
ら
に
と
っ
て
の
法
則
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

こ
の
発
言
に
お
い
て
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
は
、
音
は
そ
も
そ
も
多
重
化
さ
れ
て

い
る
と
、
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
運
指
の
音
は
見
か
け
の
音
で
あ
っ
て
実

際
に
鳴
る
実
音
だ
け
が
本
当
の
音
で
あ
る
、
と
コ
！
ル
マ
ン
は
理
解
し
な
い
。

あ
る
一
つ
の
音
の
現
象
は
、
運
指
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
も
、
実
音
と

い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
あ
る
一
つ
の
音
の
現
象
は
、
ピ

ア
ノ
奏
者
と
サ
ッ
ク
ス
奏
者
で
捉
え
方
が
異
な
る
。
こ
こ
で
コ

l
ル
マ
ン
が
発

見
し
た
こ
と
は
、
音
は
多
面
的
に
捉
え
う
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
、
と
一
百

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

－
章
に
お
い
て
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
の
「
運
指
を
中
心
に
考
え
る
」
と
い
う
発

想
を
見
た
。
こ
こ
に
本
章
で
明
ら
か
に
な
っ
た
「
音
を
多
面
的
に
捉
え
る
」
と
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い
う
発
想
が
加
わ
る
。
こ
の
こ
と
が
ハ

l
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
に
深
み
を
持
た
せ
た

ょ
、
つ
に
思
、
っ
。

つ
ま
り
、
「
音
を
多
面
的
に
捉
え
る
」
と
い
う
発
想
が
、
「
運
指

を
中
心
に
考
え
る
」
と
い
う
発
想
を
相
対
化
し
、
「
様
々
な
も
の
が
中
心
と
な

り
う
る
」
と
い
う
発
想
へ
と
発
展
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
を
示
す
例
と
し
て
、
「
移
調
楽
器
と
非
移
調
楽
器
を
混
在
さ
せ
る
」
と
い
う

方
法
以
外
の
も
の
を
見
て
お
こ
う
。

キ
ー
に
よ
る
転
調

以
下
の
引
用
は
、

1
9
6
0年
代
前
半
に
共
演
し
て
い
た
ベ

l
ス
奏
者
の
ジ

ミ
l
・
ギ
ャ
リ
ソ
ン
の
発
言
で
あ
る
。
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「
そ
の
理
論
で
は
、

C
の
よ
う
な
音
を
捉
え
る
こ
と
が
、
欠
か
せ
な
い
。

C
は、

C
調
に
お
け
る
ト
ニ
ツ
ク

［
一
度
］
だ

o
A
b調
に
お
い
て
な
ら
、
長
三
度

だ

o
F調
に
お
い
て
な
ら
、
完
全
五
度
だ
O
B
b調
に
お
い
て
な
ら
、
長
9

度
だ
。
あ
ら
ゆ
る
音
符
が
、
全
範
囲
に
わ
た
る
音
符
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と

を
知
る
な
ら
ば
、
今
言
っ
た
よ
う
な
仕
方
で
、
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
。

」
口
一
行
巾
ぬ
門
出
］
℃
回
一
三
一
。
町
一
昨
日
印
己
岡
田
仲
可
。
ロ
叶
白
｝
内
巾
出
口
。
件
巾
口
町
巾
の
・
（
リ
円
山
口
ぴ
の
門
町
内

Z
巳
円
。
同
［
同
3
4
h一一昨門出口

σ
m
H
U
m
B
m
y」。吋

F
－E
0
2同
31］
〉
『
宮
叶
一
芹
円
山
口

σ巾
己
見
出
P
F
C
］［｛聞ハ巾可］司・－
H
n
何回ロ

σ巾
己
戸
内
巳
ロ
H
F
C
］［［旧内巾一ユ∞出向巳・

関口
C
当
E
m
笹
山
片
山
口
可
口
。

z
gロ
σ巾
出
Uhw
円
仲
良
国
当
日
5
－町田匂巾
2
2
5
0円

ロ
O
R少
可
。
口
同
門
包
ロ
ヨ
己
門
出
巾
R
E
F－
ロ
｝
ユ
ロ
吾
出
昨
日
山
口
口
巾
門
出
口
色
白
由
同
門
巾
田
口
一
昨

日1
0
己円。
B
m
E
U
t
i
F
B巾］。【日目巾印可。己島区色丹
W
口
。
者
巾
H
2
R
P
3

※ 

］
内
は
発
表
者
が
補
足
）
0

ギ
ャ
リ
ソ
ン
の
発
言
内
に
あ
る
、
音
符
（
口
三
巾
）
と
い
う
言
葉
に
は
、
二
通

り
の
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
実
音

Z
E
E－ロ関口
O
丹
市
）
を
意
味
す
る
場
合
と
、

記
譜
上
の
記
号
（
者
三
丘
町
ロ
ロ
。
広
）
を
意
味
す
る
場
合
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ

こ
で
は
話
の
便
宜
上
、
音
符
と
い
う
言
葉
を
、
実
音
の
意
味
に
限
定
し
て
用
い

る
【
譜
例
6
｝
を
見
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
、
ギ
ャ
リ
ソ
ン
の
発
言
内
容
を
、
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
音
の

C
が
、
左
か
ら
、

F
調、

B
b調
の
中
で
、
順
に
捉
え
ら
れ

C
調、

A
b調、

て
い
る
。

C
調
に
お
け
る
主
音
は
、

C
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
実
音
の
C
は
、
主
音
C
と
完
全
一
度
の

関
係
に
あ
る

o
A
b調
に
お
け
る
主
音
は
、

A
b
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
音
の
C
は
、
主
音

A
bと

長
三
度
の
関
係
に
あ
る
。

F
調
に
お
け
る
主
音
は
、

F
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
音
の
C
は
、
主
音
F

と
完
全
五
度
の
関
係
に
あ
る
。
以
下
同
様
、
実
音
の

C
は
、
す
べ
て
の
調
に
お
い
て
、
そ
の
調
の
主
音
と

の
音
程
関
係
を
変
化
さ
せ
る
。

ギ
ャ
リ
ソ
ン
が
述
べ
て
い
る
手
法
は
、
任
意
の
実

音
を
選
ぴ
、
そ
の
音
と
主
音
と
の
音
程
関
係
を
変
更

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
音
の
位
置
を
動
か
し
、
転

調
を
引
き
起
こ
す
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
手

法
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
の
共
演
者
の
間
で
は
「
キ
l
に

よ
る
転
調
E

富
。
巳
己
主
5
ロ

F
g
E
m
u
－ぉ

3
3」
と
よ

ば
れ
て
い
る
。

一
般
的
に
は
、
先
ず
キ
！
な
い
し
主
音
が
固
定
さ

れ
、
そ
れ
と
の
音
程
関
係
か
ら
、
任
意
の
実
音
の
調

さ許ニニーへ長）L度
す」一一子三土斗

主音

B b調

音声一
F調

［譜例6]

性一度軽君子一
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A b調C調

性
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
決
ま
る
。
し
か
し
、
「
キ
ー
に
よ
る
転
調
」
の
場
合
は
、

任
意
の
実
音
が
選
ば
れ
、
そ
の
音
符
の
調
性
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
変
更
さ
れ
、

そ
れ
と
の
音
程
関
係
か
ら
、
逆
算
的
に
、
キ
！
な
い
し
主
音
の
位
置
が
決
ま
る



の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
手
法
に
お
い
て
は
、
実
音
が
中
心
に
お
か
れ
、
そ

れ
が
、
様
々
な
音
程
関
係
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
多
様
な
調
が
生
じ
る

こ
と
と
な
る
。

ま
と
め
よ
う
。

コ
ー
ル
マ
ン
が
、

テ
ナ
l
・
サ
ッ
ク
ス
か
ら
ア
ル
ト
・
サ
ツ

ク
ス
へ
演
奏
す
る
楽
器
を
変
更
し
た
際
、
運
指
の
一
致
と
い
う
こ
と
の
発
見
を

通
し
て
、
運
指
を
中
心
に
音
楽
を
捉
え
る
と
言
う
理
解
が
形
成
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
運
指
に
つ
け
る
べ
き
名
前
を
間
違
っ
て
い
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
あ
る
一

オーネット・コールマンのハーモロディクス、その起源と発想

つ
の
音
の
現
象
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
し
か
も

そ
れ
は
ど
ち
ら
か
が
間
違
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
捉
え
方
は
多
重
化
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
中
心
を
ど
こ
に
置
く
の
か
（
対

象
を
ど
こ
に
設
定
す
る
の
か
）
と
い
う
こ
と
と
、
視
点
を
ど
こ
に
置
く
の
か
と

い
う
こ
と
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
従
っ
て
、
様
々
な
方
法
が
生
じ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
例
え
ば
、
運
指
を
中
心
に
据
え
、
同
じ
運
指
を
用
い
て
、
様
々
な
移

調
楽
器
で
演
奏
し
、
多
様
な
実
音
を
生
む
と
言
う
手
法
。
例
え
ば
、
実
音
を
中

心
に
据
え
、
同
じ
実
音
を
様
々
な
音
度
の
中
で
捉
え
、
多
様
な
調
を
生
む
と
言

う
方
法
。
本
稿
で
見
た
組
み
合
わ
せ
以
外
に
も
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
の

パ
タ
ー
ン
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ

l
モ
ロ
デ
イ

ク
ス
と
い
う
方
法
は
、
多
中
心
化
と
多
重
化
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
構
造
化

さ
れ
て
い
る
、
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
び本
稿
は
、

ハ
I
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
と
い
う
方
法
論
の
起
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
議
論
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、

ハ
l
モ
ロ
デ
イ
ク

ス
を
着
想
す
る
に
至
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上

げ
、
運
指
・
実
音
・
名
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
し
た
。

－
章
で
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
が
テ
ナ
1
・
サ
ッ
ク
ス
か
ら
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス

へ
演
奏
す
る
楽
器
を
持
ち
替
え
た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ

で
は
、
楽
器
を
持
ち
替
え
た
際
に
「
運
指
の
一
致
」
と
い
う
も
の
が
発
見
さ

れ
、
こ
の
発
想
が
後
に
「
移
調
楽
器
と
非
移
調
楽
器
を
混
在
さ
せ
る
」
と
い
う

手
法
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
の
手
法
は
、
運
指

を
中
心
に
考
え
る
と
い
う
発
想
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
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し
た
。2
章
で
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
が
名
に
関
し
て
犯
し
て
い
た
勘
違
い
の
エ
ピ
ソ
l

ド
を
取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
は
、

コ
ー
ル
マ
ン
が
そ
の
勘
違
い
を
通
し
て
、
あ

る
一
つ
の
音
の
現
象
は
、
多
面
的
に
捉
え
う
る
と
い
う
こ
と
を
発
見
し
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
「
音
を
多
面
的
に
捉
え
る
」
と
い
う
発
想
が
、
「
運
指

を
中
心
に
考
え
る
」
と
い
う
発
想
を
相
対
化
し
、
「
様
々
な
も
の
が
中
心
と
な

り
う
る
」
と
い
う
発
想
へ
と
発
展
し
た
と
い
う
こ
と
を
、
「
キ
ー
に
よ
る
転
調
」

と
い
う
手
法
を
例
に
考
え
た
。

以
上
の
考
察
か
ら
、

ハ
1
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
と
い
う
方
法
の
根
底
に
は
、
以
上

二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
導
か
れ
た
多
中
心
化
と
多
重
化
と
い
う
発
想
が
存
す
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る
、
と
結
論
付
け
た
。
こ
れ
以
後
、
こ
の
根
底
に
あ
る
発
想
へ
の
理
解
を
基
礎

と
し
、
さ
ら
に
深
く
ハ

1
モ
ロ
デ
ィ
ク
ス
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

萎術研究第24号

こ
れ
ま
で
コ

l
ル
マ
ン
が
演
奏
し
て
き
た
音
楽
ま
た
作
曲
し
て
き
た
作
品
に

つ
ま
り
各
奏
者
に
お
け
る
経
時
的
な
多
調

性
お
よ
び
奏
者
聞
の
同
時
的
な
多
調
性
は
、
こ
の
よ
う
な
発
想
と
そ
こ
か
ら
生

見
ら
れ
る
実
際
に
見
ら
れ
る
特
徴
、

じ
る
独
自
の
手
法
に
基
づ
い
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、

こ
う
し
た
方
法
論
が
実
際
ど
の
よ
う
に
演
奏
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
具
体

的
な
演
奏
を
取
り
上
げ
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
稿
の
視

点
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
た
「
名
」
｜
つ
ま
り
、
あ
る
も
の
を
中
心
に
そ
え
、

ま
た
自
ら
が
媒
介
と
な
っ
て
多
様
な
文
脈
へ
と
接
続
さ
れ
る
「
名
」
の
問
題
を
、

さ
ら
に
深
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
は
、
稿

を
改
め
、
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。
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E
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え
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な
ど
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（
日
）
ピ
件
当
巴
rw円－
H
甲山
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℃－
N
印・

（
ロ
）
「
私
は
後
に
、

E
b管
の
ア
ル
ト
・
サ
ッ
ク
ス
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
［
C
が
A
で
あ
る
こ
と
］
が
起
き
た
の
だ
と
気
が
つ
い
た
。

c
b
i
を

演
奏
す
る
時
に
、
そ
れ
は
A
で
あ
る
o
H
2
2
0口
H
F
Cロ己

F
R
芹
佳
門
戸
巾
自
己

昨日同町民担当
3
1
0ロ
守
寸
町
内
山
口
印
何
己
戸
内
開
ー
ロ
虫
色
件
。
ョ
当
｝
H

巾
ロ
可
。
己
主
白
山
可
。
口
出
件
Z
E－－一片岡印

｛
円
。
ロ
門
町
ユ
］
〉
｛
可
出
ロ
∞
℃
。
∞
邑
ー
］
・
3

」
と
い
う
コ

l
ル
マ
ン
の
発
言
に
、
リ
ト
ワ
イ
ラ
ー

は、｛

g
R
R
4
と

τ
5
5℃
。
∞
旦
］
と
い
う
注
記
を
つ
け
て
い
る
。
リ
ト
ワ
イ
ラ
l
は、

」

2
ロ
門
町
三
］
〉
ョ
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
の
。
A
O
を
実
音
の

A
と
理
解
し

て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
宮
司
F
E
u－C戸
USM
－
n
ロ同庁口同国－
z

の
片
ロ
白
門
口
門
出
－
3

を
運
指
上
の
C
H
H
と
考
え
た
場
合
、
実
音
は

E
bと
な
り
、
整
合
性
が
取
れ
な
い
。

ま
た
、
E
d
〈
町
内
口
可
O
E

℃－

a
n
E昨
日
目
つ
の

c
hを
コ

l
ル
マ
ン
が
間
違
っ
て
名
づ

け
て
い
た
運
指
上
の

c
h
（
つ
ま
り
本
来
の
運
指
上
の

E
）
と
考
え
た
場
合
、
実

音
は

G
と
な
り
、
や
は
り
整
合
性
が
取
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ト
ワ
イ
ラ
l

の
補
足
の
ラ
イ
ン
で
、
こ
の
箇
所
を
理
解
す
る
と
、
一
般
的
な
楽
典
と
辻
棲
が
合

わ
な
い
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
ル
マ
ン
の
発
言
の
中
で
す
ら
辻
棲
が
合
わ
な
く
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
に
も
し
補
足
を
つ
け
る
な
ら
ば
、
E
J

司
宮
口
可
CZ
玄
白
山
刊
わ

口出

Hzg二
回
出
師
也
君
昌
弘
者
五
戸
田
口
問
ー
ロ
虫
色
丹
C

由同一同デ芹｛
H
江戸市印
O
戸
口
門
日
（
リ
］
訪
〉
｛
。
ロ

仲
町
巾
冶
語
、
、
s
h
o
p
Z
H山l
口白仲間－

z・3
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
日
）
志
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色
・
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E
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唱
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さ
詰
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オーネット・コールマンのハーモロディクス、その起源と発想
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B
r
（
円
。
ロ
出
口
出
巾
門
目
。
ロ
尽
岳
〉
同
）
門
戸

NCHH）

（
口
）
例
え
ば
、
本
稿
で
挙
げ
た
手
法
と
は
別
の
手
法
と
し
て
、
ハ

l
モ
ロ
デ
イ
ツ
ク
・

モ
デ
ユ
レ
l
シ
ヨ
ン
と
い
う
手
法
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
手
法
は
、
『
ア

メ
リ
カ
の
空
」
ラ
イ
ナ
ー
ノ
l
ツ
の
中
で
、
「
調
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
音
域
の
な

か
で
転
調
す
る
こ
と
」
（
わ
。
－
2
H
H
E
P
S芯－

u
・
伊
）
と
コ

l
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
て
い
る
。
簡
潔
に
い
う
と
、
五
線
譜
上
の
同
一
の
位
置
に
あ
る
音
符
を
中
心

と
し
、
そ
れ
を
様
ム
？
な
音
部
記
号
の
中
で
読
み
、
多
様
な
音
名
を
生
み
だ
す
、
と

い
う
手
法
で
あ
る
。

（
凶
）
コ

l
ル
マ
ン
に
お
け
る
多
調
性
を
指
摘
し
た
研
究
と
し
て
は
、

ω喜
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ロ
ロ
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な
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や
ポ
吉
田

S
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等
が
あ
る
。

（
さ
さ
き
・
ま
さ
し
／
京
都
精
華
大
学
）
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